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１章 遺伝情報と DNA 

１ 生物と 遺伝子  

       親から子へ伝わる情報を担うもの（本体は DNA） 

 (1) 染色体 ＝ 核の中にあり、DNA とタンパク質からできている 

 

 

 

 

 

 

  真核生物の体細胞には、同じ大きさ、形の染色体が１対ずつある 

 

『  相同染色体  』       ▼ ヒト(メス)の染色体           性染色体 XX(女) XY(男) 

  ① ヒトの染色体は、 46 本  23 対 

  ② 相同染色体の一方は父から、 

    もう一方は母からの受精によって 

    受け継いだもの 

 

 (2) ゲノム ＝ 個体の形成、維持、生命活動を営むために必用な遺伝情報 

 

                ※ 生殖細胞 ＝減数分裂により生じる特別な細胞(精子と卵)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① ヒトゲノムの中で遺伝子の領域が占める割合は、１．５％程度 

  ② ゲノム中の遺伝子の領域の割合は生物によって大きく異なる 

 

 

 

■ 演習(ワーク P.26 29) 

(1) ヒトの体細胞には何本の染色体が含まれているか A.〔  46  本〕 

(2) 同形同大の染色体をなんというか。 A.〔  相同染色体 〕 

(3) ※問題文の(  )を埋めて、問題に答えよ。 ヒトが精子や卵などの（ 生殖 ）細胞を  

  形成するとき、( 減数 )分裂によって染色体数を半分に減らす。23 対の  

  相同染色体から、どちらか 1 本ずつがランダムに選ばれ生殖細胞の中に  

  含まれる。このとき、生殖細胞に含まれる染色体の組み合わせは何通りか。  

  ◯の△乗の形で答えよ。  

  

  

  

 A.〔  ２２３  通り〕 

(4) ショウジョウバエ   では、体細胞の中に８本の染色体が含まれている。  

  相同染色体は何対含まれているか。  

  

 A.〔  4  対〕 

２ ＤＮＡの構造 

 (1) ヌクレオチド ＝ DNA の基本単位 

 

 

A ・・・ アデニン 

T ・・・ チミン 

G ・・・ グアニン 

C ・・・ シトシン 

 

 (2) DNA の構造 ＝ 二重らせん構造 

 

 (3) 塩基の 相補性 

 

 

 

 

 

  ① シャルガフの規則 ＝ 

   アデニンとチミン 

   グアニンとシトシンの割合は 

   ほぼ等しくなる 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２編 遺伝子とそのはたらき 

DNA タンパク質 

(ヒストン) 

 

 

 
〔 1 〕組の〔 ヒトゲノム 〕 

〔 1 〕組の〔 ヒトゲノム 〕 

〔 2 〕組の〔 ヒトゲノム 〕 

染色体 
DNA 

遺伝子の領域 

遺伝子以外の領域 

リン酸 

糖 (デオキシリボース) 

塩基 
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